





ターにて Society for Emblem Studies（略称 SES）が３年ごとに開いて
いる国際エンブレム会議、“Word and Image,１５００−１９００: Figure, Form
and Function”が催された。今回で８回を数えるこの会議に、３０日のス
トーンヘンジやソールズベリーへのエクスカーションをはさんだ後半部
に参加した。また今秋、AMS Studies in the Emblem第２０巻として、エ
ンブレム研究初の総括的コンパニオン、Peter M.Daly, ed. Companion to













士論文であった Emblem Theory : Recent German Contributions to the
Characterisation of the Emblem Genre（Nendeln : KYO）を１９７９年に刊
行し、ドイツのエンブレム理論研究を刺激し、現在のドイツ語圏エンブ
レム研究の基を築く。同年、Literature in the Light of the Emblem :
１０２（３５）
Structual Pararells between Literature and the Emblem in the Sixteenth






























語版エンブレムブックスは EEBO（Early English Books Online）、ドイ
ツ語版エンブレムブックスはイリノイ大学図書館、スペイン語版は
１０１（３６）
Sagrario López Poza率いる Grupo de Investigacion sobre Literatura
Emblematica Hispanicaのもとで行われているが、現在ミュンヘン大学
そのほか多くの大学にてさらに進行中である。この分野の基本的な情報
は、Peter M. Daly, Digitizing the European Emblem : Issues and Prospects


















実証している。［Michael Bath and Betty Willsher, “Emblems from
Quarles on Scottish Gravestones” in Alison Adams ed., Emblem and Art





















ナーであったことをつきとめた最新の労作、Emblems for a Queen : The













“Reception of Dutch Emblems in Japan : Shiba Kokan（１７４７−１８１８）and
Jan Luyken’s Het Menselyk Bedryf ”は、本格的な江漢とオランダ趣味と
の関連を考察する興味深い発表であった。ここでもイソップ物語などす
でにわが国で受容されていた絵草紙本との比較など、エンブレムが広く
いきわたっていた他のジャンルの本とどのような影響関係にあるのか考
えなおす視座が提供された。日本の近代美術史において、いまだ十分解
明されていない部分であると思われる。
デイリー氏が今会議で行った基調スピーチにおいて、１９８０年代以降の
９９（３８）
エンブレム研究を一言で“marginalisation of emblems”と喝破し、
ちょうど１８世紀英国において、エンブレムブックが挿絵の入った子供向
けの本というジャンルでくくられ、ソング・ブックやチャップ・ブック
の類と同列にみなされて、このジャンルに対する適正な理解を欠いてい
たように、エンブレム研究がたとえばモチーフの変遷の追跡などの伝統
的なディシプリンを懐疑することによって、かえってエンブレムが図絵
とテクスト、あるいはライター、彫版師そして出版業者のコラボレー
ションであるという根本、エンブレムを解釈することとはそれらの関わ
りを明らかにするプロセスであることを軽んじる傾向に警鐘をならした。
そしてあらゆる人文系学問領域におけると同様、エンブレム研究もまた、
“historisizing and contexualising”、歴史的な文脈においてエンブレムを
捉えなおす作業と無縁ではいられないこと、そのために今後、歴史的か
つ真にクリティカルなエンブレムブックのテクストの出現がまたれるこ
とを強調した。
今秋、AMS Pressより出版されたエンブレム研究のコンパニオンは、
６００ページを超える大部なものである。残念ながらアジア地域に関した
エンブレムの項目はないのだが、執筆者のほとんどがデイリー、バース
両氏の薫陶を受けた世代の研究者であることを思うとき、エンブレム研
究は、デイリー、バース両氏ら創成期のメンバーから次の世代へと着実
に引き継がれていることを実感した。わが国においても２０００年、ありな
書房よりアルチャーティの翻訳が出版された（伊藤博明訳、アンドレ
ア・アルチャーティ『エンブレム集』）。少しずつではあるがこの分野の
研究が深まる機運が整いつつある。SES日本支部にも西洋美術史の研究
者をはじめ、英文学以外の専門家の入会が続き、今秋「エンブレム研究
会」を立ち上げることができた。図像と詩文の協同というバイメディア
ルな特徴を生かして、さまざまな領域の研究と結びつくよう新たな活動
を展開したいと考えている。
９８（３９）
